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－１－

この度は、フルゲートマスターⅢをお買い上げいただき

まして、誠にありがとうございます。

この取扱説明書は、フルゲートマスター の各部の名称、安全にご使用いただくための、

操作要領、点検・お手入れについてまとめてあります。

本書は大切に保管され、お車をゆずられる場合は、次のオーナーのために、本書を必ず

車載してください。

正しい安全な取扱いをよく理解され、使用中には常に本書を携行してください。

本書を手引きとして、フルゲートマスターⅢを最良の状態でご使用ください。

仕様の変更により本書の内容の一部がお使いの装置と一致しない場合がありますので、

あらかじめご了承ください。

本書は、フルゲートマスターⅢの取扱いについて記載してあります。車両や関連機器の

取扱いについてはそれぞれのメーカーが発行する「取扱説明書」をご覧ください。

お買い上げいただきました弊社製造の製品に対する品質保証については、別添の保証

書を参照ください。

フルゲートマスターⅢはバッテリで動かします。バッテリの容量、充電には常時注意して

ください。

特に寒冷地でご使用になる場合は、「３．点検・お手入れについて」の注意事項を守る

様にお願い致します。

ご使用の前に本書を必ずお読みください
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フルゲートマスターⅢは、手軽で便利な荷役装置ですが、誤った使い方や、日常の点検など

が、不十分な状態でお使いになると、ご使用者本人は勿論、他の第三者をも巻き込むような

事故を起こす危険にさらされていることを、常に心に止めてご使用されることをお願いします。

本書では、危険な状況にご注意いただくために、下記の通りのシグナルワード（警告語句）

を設けました。

－２－

安全確保のシグナルワードについて

警告 ：誤った取扱いにより重傷又は死亡に至る可能性がある状況を示します。

注意

重要 ：そこに危険な状況があると言うこととは別に、安全を守るうえに必ず遵守し
ていただきたい事項に対して、表示してあります。

：軽傷事故や物的損害の発生が予想されるような危険な状況を示します。

これらのシグナルワードの付けられている説明をご確認いただき、事故や故障を起こさ
ないようご使用ください。

※作業中の事故や危険から身体を守るため、事業者の指定する保護具を装着して作業してください。
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フルゲートマスターⅢは、手軽で便利な荷役装置ですが、誤った使い方や、日常の点検など

が、不十分な状態でお使いになると、ご使用者本人は勿論、他の第三者をも巻き込むような

事故を起こす危険にさらされていることを、常に心に止めてご使用されることをお願いします。

本書では、危険な状況にご注意いただくために、下記の通りのシグナルワード（警告語句）

を設けました。

－２－

安全確保のシグナルワードについて

警告 ：誤った取扱いにより重傷又は死亡に至る可能性がある状況を示します。

注意

重要 ：そこに危険な状況があると言うこととは別に、安全を守るうえに必ず遵守し
ていただきたい事項に対して、表示してあります。

：軽傷事故や物的損害の発生が予想されるような危険な状況を示します。

これらのシグナルワードの付けられている説明をご確認いただき、事故や故障を起こさ
ないようご使用ください。

※作業中の事故や危険から身体を守るため、事業者の指定する保護具を装着して作業してください。

１

２

３

４
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重要：工番プレート及びEマークラベルは汚れない様
 （特に塗装かぶり、はがれ、紛失の無い様）注意願います。
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型式は、フロアプレートの開閉操作により次のようになります。

フロアプレートの開閉操作を

手動で操作するもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・バランスターン式

押しボタンスイッチで操作するもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オートターン式

本文中に説明のない部分は、全て共通です。

K J G

　製品型式 TLH-10K TLH-10J TLH-10G

　昇降能力（ﾎﾞﾃﾞｰ側端部より600mmにて）(kg）

　昇降ストローク　 　（mm） 850～1120 1170～1550

アーム間隔 　（mm）

型式　（銘板表示）　についての説明

例

－6－

990 1090

製品型式について

H ３ A

製品型式

フロアの材質

フロアプレートの
開閉操作

３ ： アルミ

A ： オートターン式

B ： バランスターン式

G ： TLH-10G

H ： TLH-10H

J ： TLH-10J

K ： TLH-10K

H

TLH-10H

1000

970～1250
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危ない！

１
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開閉、昇降時について

－11－

・開閉及び昇降操作時　ボデーとフロアプレートとの間に身体（特に足）を挟み込むと
 重傷または重大な人身事故に至るおそれがあります。

警告 作動部分に手足や身体を挟み込まないように注意してください。

✕

注意！

足の挟み込み

注意

・ 積荷はフロアプレートよりはみ出さないように載せてください。
物が挟まれたり、荷崩れの原因になります。
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渡し板としての使用禁止事項

－14－

以下の使い方は決してしないでください。

荷物の落下、転倒のおそれがあります。
警告
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危険！

段差があり

ますよ！
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フロアプレートへの荷役時の注意事項 ２

警告

警告

積み上げた荷物が不安定になるような積み降ろし方はしないでください。

必ず積荷の長手方向が、車両の前後方向と同じになるようにしてください。

・積み上げた荷物が不安定になるような場合は、
荷物を分ける等して積み降ろしをしてください。

・２個以上の積荷の場合、合計重心が
フロアプレートの中心にくるようにしてください。
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操作順序

－29－

２．フロアプレートの操作要領：開き方 （オートターン・バランスターン）

ロックの解除

３．フロアプレートのロックハンドルを手前に引くとストッパが外れ、

時計まわりに「開」の位置まで持ち上げたまま回すとロックが解除

されます。

（ロックハンドルが重い場合は、フロアプレートの上昇操作を一度

行ってから解除してください。）

２．フロアプレートを開く前に左右のスイングダンパの向きを確認してください。

・横向きはフロアプレート水平使用（通常使用）。

・垂直向きは渡し板として使用（５０ページ参照）

１．キャブ内のメインスイッチを「 」にしてください。

「 」にすると、スイッチのインジケーターランプが

点灯します。

使用後は直ちに「 」にしてください。「いたずら」

などによる事故防止のため、必ず確認してください。

注意

・操作時は、車両後部左側の安全な場所で操作する習慣をつけてください。 また車両の周囲・
庫内の安全をよく確認して操作してください。

・フロアプレートの操作時に人や障害物が車両の後方約２ｍの作動範囲内に、入っていないこと

を確認してから操作してください。
・昇降作業をする場合は積荷の転倒・転落に十分注意してください。またフロアプレート、荷台床
との隙間で身体を挟まれないよう十分注意してください。
転倒、転落、挟み込みをすることのないような安全な位置で行ってください。

・押しボタンスイッチは静かに操作してください。
乱暴な操作でフロアプレートに荷物を落としたり、途中で急停止させたりすると衝撃により積荷が
崩れて下敷きになるおそれがあります。

・フロアプレートが「閉」の状態では絶対に下降操作をしないでください。
・フロアプレートが床面と同一位置（上限位置）以外では絶対に「閉」操作をしないでください。
・フロアプレート操作終了後、必ずメインスイッチを にし、パイロットランプの消灯を確認してくだ
さい。操作終了後、メインスイッチを のままにしておくと、パワーパック内のバッテリリレーに電
流が流れ続け、バッテリ上がり及び誤作動の原因となります。

・メインスイッチを「 」の状態でエンジンを始動すると、電源が自動的に「 」となることがありま
す。解除方法は、メインスイッチを一度「 」にし、約１秒後に「 」にすると復帰します。

「左右共、必ずスイングダンパを

横向きにしてください」
開

閉

警告
・開閉操作中は、スイングダンパを操作しないでください。

・スイングダンパの左右の向きが異なる状態では絶対に使用しない

でください。フロアプレートが傾き、荷物が転落し重大な人身事故に

至るおそれがあります。

横向き通常使用

２
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オートターン

４．安全確認の上、押しボタンスイッチの「開」を押してフロアプレートを開いてください。
　　（フロアプレートが開ききるまで開ボタンを押してください）

注意

フロアプレートが閉じた状態で「下」ボタン
スイッチを押さないでください。フロアプレ
ートが下がります。
下がり量が大きくなるとフロアプレートが
アームと干渉し変形することがあります。

フロアプレートの操作要領： 開き方（オートターン）
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１．安全確認の上、フロアプレートを上限まで上昇させてください。

２．安全確認の上、押しボタンスイッチの「閉と上」両方を押してフロアプレートを閉じてください。
　　閉じきる直前から閉じ速度が減速し静かに閉じます。
　　（シリンダーに固定絞り内蔵）

フロアプレートの操作要領： 閉じ方（オートターン）
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●他のワイヤレスリモコンが近くで使用されている時や、無線機器で交信している時

　操作不能になることがあります。このような時は、メインスイッチをＯＦＦにして

　時間をおいて操作してください。
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CD
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ID

OFF

ON
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　　「上昇」ボタンを押すと、フロアプレートが上昇します。
　　「上昇」ボタンを離すと停止します。

　　「下降」ボタンを押すと、フロアプレートが下降します。
　　「下降」ボタンを離すと停止します。

フロアプレートの操作要領：昇降操作｜ワイヤレスリモコン（オプション）
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－43－

注意

注意

注意

注意

注意

フロアプレートの操作要領：昇降操作｜ワイヤレスリモコン（オプション）
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－44－

注意

フロアプレートの操作要領：昇降操作｜ワイヤレスリモコン（オプション）
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原　　因 処　　置

　車両バッテリ容量不足 　車両バッテリを充電してください

　パワーパックのメインスイッチが
　入っていない

　パワーパックのメインスイッチを
　入れてください

　ヒューズ切れ等の電気系不具合 　原因個所の修理をしてください

フロアプレートの操作要領：昇降操作｜ワイヤレスリモコン（オプション）
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フロアプレートの操作要領：昇降操作｜ワイヤレスリモコン（オプション）
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フロアプレートの操作要領：昇降操作｜ワイヤレスリモコン（オプション）
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( )



− 55 −



− 56 −



− 57 −
-57-

修理依頼をおこなう時に、フロアプレートを手で閉めたことを伝えて下さい。フロアプレートのロックを

解除する時、反発力で急激に開き、重大な人身事故にいたるおそれがあります。

警告
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３
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点検・お手入れについて： 故障の診断

NO

NO

YES

YES

推定原因 ：

・電源の自動遮断機能作動・・・３５ページ電源の復帰方法を参照
・ソレノイドバルブの不良
・スイッチ、ケーブル等の不良
・アースの不良

・バッテリの不良
・ヒューズ切れ
・SGPコントローラの不良

夏期は、車両クーラー等の使用により、バッテリ容量不足となることがあります。
このような時、フルゲートマスターⅢを操作してもモータが回らない場合は
フルゲートマスターⅢは動きません。
クーラー及びファン等のスイッチを切ってバッテリの回復を待ってから操作して
ください。
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点検・お手入れについて： 故障の診断

NO

YES

推定原因

推定原因
・オイルポンプの不良
・バルブ類の詰まり、不良

・油量の不足
・機構部の損傷、変形・電源の自動遮断機能作動・・・３５ページ

電源の復帰方法を参照

・モータの不良

・バッテリの容量不足

・バッテリケーブルの不良

・オイルポンプへの異物かみこみ

・電磁スイッチの不良

・アースの不良

・ヒューズ切れ

YES

YES

YES

YES

推定原因

推定原因

推定原因

推定原因

・オイル粘度の高すぎ（冬期）
・オイルフィルタの目詰まり
・モータまたはポンプの不良

・バッテリの容量不足
・流量制御弁（フロコンバルブ）の
絞りすぎ（下降時）

・オイル粘度の低すぎ
・流量制御弁（フロコンバルブ）の
開きすぎ（下降時）

・流量制御弁（フロコンバルブ）不良
・油量不足

・オイル漏れ
・昇降及び下降用ソレノイドバルブの不良

※長時間（４時間以上）経過し、フロアプレートが数センチ下がることがありますが
異常ではありません。
一度、上昇スイッチを押して、フロアプレートを上限に上げてください。

日頃の点検整備を確実に行うことは、故障を未然に防ぐことになります。

必ず定期的な点検、整備を行ってください。

上記の定期点検と故障の診断によりご不審な点、故障箇所がわからないときは、

お近くの弊社支店までご連絡ください。
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① オイルタンク
② サクションフィルタ
③ ギヤポンプ
④ モータ　ＤＣ24Ｖ
⑤ チェックバルブ（逆止弁）
⑥ リリーフバルブ

セット圧21ＭＰａ（214ｋｇｆ/ｃ㎡）
⑦ フローコントロールバルブ
⑧ 昇降用ソレノイドバルブ
⑨ 開閉用ソレノイドバルブ
⑩ 下降用ソレノイドバルブ
⑪ T型ツマミ（下降用手動バルブ）非常用
⑫ T型ツマミ（開閉用手動バルブ）非常用
⑬ スピードコントロールバルブ
⑭ エアブリーザ
⑮ 昇降用油圧シリンダ
⑯ 開閉用油圧シリンダ

シリンダ内蔵固定絞り付き

21 バッテリリレー
22 マグネットスイッチ
23 メインスイッチ
24 ヒューズ（15Ａ）
25 ヒューズ（10Ａ）
26 スイッチボックス
27 ボックス内蔵ペンダントスイッチ
28 庫内ペンダントスイッチ
29 庫外ペンダントスイッチ（オプション）
30 車載バッテリ
31 ヒューズ（225Ａ）

－67－

点検・お手入れについて： 油圧回路図・電気配線図

■オートターン
●油圧回路図

●電気配線図



① オイルタンク
② サクションフィルタ
③ ギヤポンプ
④ モータ　ＤＣ24Ｖ
⑤ チェックバルブ（逆止弁）
⑥ リリーフバルブ

セット圧21ＭＰａ（214ｋｇｆ/ｃ㎡）
⑦ フローコントロールバルブ
⑧ 昇降用ソレノイドバルブ
⑩ 下降用ソレノイドバルブ
⑪ T型ツマミ（下降用手動バルブ）非常用
⑭ エアブリーザ
⑮ 昇降用油圧シリンダ

　

　 　
　
　
　
　
　
　

　
　
㉑　バッテリリレー
㉒　マグネットスイッチ
㉓　メインスイッチ
㉔　ヒューズ（１５Ａ）
㉕　ヒューズ（１０Ａ）
㉖　スイッチボックス
㉗　ボックス内蔵ペンダントスイッチ
㉘　庫内ペンダントスイッチ
㉙　庫外ペンダントスイッチ
㉚　車載バッテリ
㉛　ヒューズ（２２５Ａ）

－68－

点検・お手入れについて： 油圧回路図・電気配線図

■バランスターン
●油圧回路図

●電気配線図
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